








 

本県における昭和60年末現在の腎不全患者は2,047名,取扱施設(透析施設)31施設があり,

今回これら施設の協力を得て患者に対しさかのぼり発病時の状態を明らかにすると共に,

診断決定以前,以後の事実経過調査を実施することにより,今後の発生予防診断決定後の治

療の目的として調査を開始した。この調査にあたって 6人の関係者の協力を得て調査票を

作成し,施設記入分と別に患者個人記入票を作り,自記式にて調査委員会に直送させる形式

をとった。解答回収率は,施設 23/31(74,2%),患者 1507/2,047(73.6%)であった。尚調査票

の内容については前回報告済である。今回は,尚集計解析中であるが,集計の出来たものの

状況を報告する。 


